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1. はじめに 

「ピカ騒ぎ」という名称は「ばか騒ぎ−3L」の愛称である。重機と作業員との接触事故
を減らす安全管理補助器具である。 

          
作業員が重機のオペレーターに気付いてもらいたい時にリモコン（3 つボタン）によっ

て重機内の LED ライト（3 色）を光らせ、重機オペレーターが気付いたことを重機屋根上
のライト点滅で作業員が確認できる安全管理補助器具。作業員と重機の接触事故防止など
に役立つ。 
 

例えばこんな場面で使います。 

 



 
2. なぜ、「ピカ騒ぎ」が必要なのか？ 

重機との接触事故の多くは(ヒューマンエラー：人為的過誤や失敗)によって起きて 
いる。 

  従来は接触事故防止のため、現場の作業員や監視員は重機オペレーターに旗振りや 
身振り手振りなどで知らせていた。しかしオペレーターは重機操作に集中しており周囲
の状況を確認できず事故が発生していた。 
 実際に去年の 11 月、島根県松江市美保関町でも重機と作業員の死亡事故が発生した。 

 
 実際に事故のあった現場の様子 

   
【速報】旋回するショベルカーと鉄板の間に男性が挟まれる 作業員が死亡 災害復旧
工事中 島根県・松江市 

島根県松江市の災害復旧工事現場で 13 日、男性作業員が、旋回するショベルカーの運
転席後部と仮設防護柵の間に挟まれ死亡しました。 
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たまたま重機の横をすり抜けられたりすると、人間と言うのは一度間違った成功体験

をしてしまうと「次も行けるんじゃないか、また大丈夫だろう」と言う意識が強くなる
ようだ。やはり面倒でもピカ騒ぎのような安全器具を使って、確実に重機オペレーター
に知らせる事が大事と思われる。 

 

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/bss/833616?display=1


 
3. お客様の反応 

 各現場事務所を以上の事などを訴えデモ等させてもらいながら訪問した。 
 ほとんどは興味をもって見てもらえたが、中にはあまり関心がないところもあった。 

実際に見て触ってもらって、「お〜、これはいいもんだな〜」と感心されたりお客様の
ほうが他社の安全器具に詳しかったりする方もおられて、かなり関心や興味を持っても
らえた。 

 
 営業活動記録（訪問先各社の社名・住所・連絡先は削除） 

  
 
  各現場事務所では、今まで安全対策については講習などはやっていたが、安全器具な

どは使った事がなかったと聞いた。だが今回持参したピカ騒ぎを見て使い方を知っても



らった事で安全対策に意識を向けてもらえた事はよかったのではないかと思う。 
 
4. 価格について 

 ピカ騒ぎの 1 ヶ月間のレンタル料は 40,000 円としている。 
 お客様に最後のほうで必ず「それでこれはなんぼするかね？」と聞かれる。 
 上記にあるように 1 ヶ月 40,000 円でレンタルさせて頂いていますと答えると、大半の方

は「ほ〜なかなか高いもんだねぇ、とか結構しますねぇ」と言う返事が返ってくる。 
  お客様からするとピカ騒ぎの価格はちょっと割高な印象があるようだ。 

ピカ騒ぎがいいものだと理解されているのに商談がなかなか即決に繋がらないのはお
客様からしたら価格の部分で少しハードルが高いのかもしれない。 

  この部分はもう少し議論していかないといけない事と感じた。 
 
5. おわりに 
  今現在、安来市内の道路建設工事現場でピカ騒ぎを使って頂いています。 
 安全対策を訴えその事に理解して頂きレンタルさせて下さいと言われた時は本当に嬉し

く思えた。 
今後は、安全に関してさらに意識を高めてもらうためにも、ピカ騒ぎを活用した安全

講習なども提案して営業活動をしていこうと思う。 
 
                                      以上 


